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ア
ド
バ
イ
ス
、
新
入
生
を
囲

ん
で
グ
ル
ー
プ
懇
談
会
な
ど

が
開
か
れ
た
。
そ
の
後
「
蒼

翼
の
間
」
に
会
場
を
移
し
歓

迎
会
が
開
催
さ
れ
、
会
食
し

な
が
ら
交
流
を
深
め
た
。

　
最
後
に
新
入
留
学
生
を
代

表
し
て
表ピ

ョ

顯
ヒ
ョ
ン

さ
ん
（
経
済

１
、
韓
国
）
が
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。「
念
願
だ
っ
た
専

修
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
留
学
生
が
互
い
に

学
び
あ
い
、
実
り
あ
る
学
生

生
活
を
送
り
、
国
際
的
な
社

会
知
性
の
開
発
を
目
指
し
た

い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　
千
葉
県
市
原
市
に
あ
る
帝

京
平
成
大
ち
は
ら
台
キ
ャ
ン

パ
ス
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
人
工

芝
が
輝
き
、
ボ
ー
ル
を
打
つ

快
音
が
春
空
に
響
く
。
日
米

で
の
野
球
経
験
が
買
わ
れ
、

今
年
２
月
か
ら
千
葉
県
大
学

野
球
リ
ー
グ
２
部
の
同
大
硬

式
野
球
部
の
コ
ー
チ
に
就

任
、
１
２
０
人
を
超
え
る
部

員
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
指
導
を

す
る
。

　「
目
標
は
１
部
に
上
げ
、

全
国
大
会
に
出
て
、
母
校
・

専
大
に
勝
つ
チ
ー
ム
に
す
る

こ
と
」。日
に
焼
け
た
顔
を
ほ

こ
ろ
ば
せ
た
。

　
１
９
９
２
年

夏
の
甲
子
園
で

明
徳
義
塾
高
投

手

と

し

て

出

場
。
星
稜
高
の

松
井
秀
喜
選
手

を
ベ
ン
チ
の
指

示
で
５
打
席
連

続

敬

遠

し

た

こ
と
が
当
時
、

大
騒
ぎ
に
な
っ

た
。

　
専
大
で
は
長

距
離
バ
ッ
タ
ー

と
し
て
鳴
ら
し
、
主
将
も
務

め
た
。
プ
ロ
入
り
を
希
望
し

た
が
か
な
わ
ず
、
社
会
人
野

球
の
ヤ
マ
ハ
を
経
て
24
歳
で

米
国
へ
。
北
米
独
立
リ
ー
グ

の
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
・
セ
イ
ン

ツ
な
ど
で
プ
レ
ー
し
大
リ
ー

グ
を
目
指
し
た
が
、
チ
ャ
ン

ス
は
巡
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
帰
国
後
、
千
葉
県
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
の
選
手
兼
監
督
と

し
て
バ
ッ
ト
を
振
っ
た
。
２

０
１
６
年
、
42
歳
で
選
手
を

退
き
、
指
導
者
を
目
指
し

た
。
18
年
12
月
、
プ
ロ
野
球

経
験
者
が
学
生
野
球
の
指
導

者
に
な
る
た
め
の
研
修
を
受

講
し
た
。
海
外
の
プ
ロ
経
験

者
は
対
象
外
だ
っ
た
が
昨
年

か
ら
受
講
可
能
に
。
念
願
の

指
導
者
資
格
を
得
た
。

　
幾
多
の
挫
折
を
味
わ
っ
た

が
、
苦
労
話
に
は
し
な
い
。

「
野
球
指
導
者
に
な
る
た
め

の
〝
引
き
出
し
〞
を
増
や
し

て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
人
と
の
出
会
い
が
糧
に
な

っ
た
。
特
に
、
明
徳
義
塾
高

の
馬
淵
史
郎
監
督
、
松
井
さ

ん
、
そ
し
て
専
大
時
代
の
チ

ー
ム
メ
ー
ト
黒
田
博
樹
さ
ん

（
平
９
商
）。「
３
人
と
も
目
標

に
向
か
っ
て
ト
コ
ト
ン
努
力

す
る
」。
そ
れ
は
自
ら
実
践

し
て
き
た
こ
と
と
重
な
る
。

　
通
算
５
年
い
た
野
球
の
本

場
・
米
国
で
は
、
厳
し
い
実

力
主
義
の
中
で
鍛
え
ら
れ

た
。
野
球
人
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
人
間
と
し
て
の
幅
を

広
げ
た
。「
経
験
で
得
た
も

の
を
学
生
た
ち
に
伝
え
、
科

学
も
取
り
入
れ
る
新
し
い
野

球
を
目
指
し
た
い
。
一
緒
に

勉
強
で
す
」。
新
た
な
目
標

に
声
が
弾
む
。

－日米でプレー 念願の指導者に－

帝
京
平
成
大
学

硬
式
野
球
部
コ
ー
チ

河こ

う

の野

和
か

ず

洋
ひ

ろ

さ
ん

（
平
９
商
）

甲
子
園
で
勝
ち
上
が
る全

員
力

中
村
好
治
著

　
著
者
は
、
２
０
１
４
年
夏

の
甲
子
園
で
三
重
高
を
準
優

勝
に
導
い
た
中
村
好
治
・
前

総
監
督
（
昭
51
商
）。
決
勝

で
は
強
豪
大
阪
桐
蔭
高
と
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
３
｜
４
で

惜
敗
し
た
。
１
回
戦
か
ら
決

勝
戦
ま
で
の
計
６
試
合
、
ベ

ン
チ
入
り
し
た
18
人
の
う
ち

17
人
を
試
合
に
起
用
し
話
題

に
な
っ
た
。

　
本
書
で
中
村
さ
ん
は
、
甲

子
園
で
準
優
勝
の
原
動
力
と

な
っ
た
「
勝
つ
た
め
の
全
員

野
球
」
と
は
何
か
を
説
く
。

　
普
段
の
練
習
で
も
約
１
０

０
人
の
部
員
全
員
に
同
じ
練

習
を
さ
せ
、
練
習
試
合
に
出

る
機
会
も
平
等
に
す
る
。
選

手
に
「
ベ
ン
チ
入
り
し
た
い

な
ら
絶
対
に
誰
に
も
負
け
な

い
な
に
か
一
つ
を
持
て
」
と

諭
す
。
公
式
戦
で
ベ
ン
チ
に

入
れ
な
か
っ
た
部
員
も
納
得

し
て
声
援
を
送
る
。
こ
う
い

っ
た
選
手
主
体
の
全
員
野
球

が
チ
ー
ム
全
体
の
力
を
高
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
選
手
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ

を
引
き
出
す
の
が
監
督
の
役

目
。
高
校
生
た
ち
に
、
野
球

を
通
じ
て
一
人
の
人
間
と
し

て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
教
え

た
い
」
と
語
る
中
村
さ
ん

は
、
４
月
か
ら
愛
知
啓
成
高

の
監
督
に
就
任
。
新
た
な
挑

戦
が
始
ま
っ
た
。

（
竹
書
房
・
本
体
１
６
０
０

円
＋
税
）

＜校友＞

校
友
会
情
報

代
議
員
会
開
催

▽
６
月
15
日
（
土
）
15
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３
０
３

教
室
問
校
友
会
事
務
局
☎
03

・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

〈
校
友
会
幹
事
会
〉

▽
５
月
24
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
６

号
館
５
階
会
議
室
問
校
友
会

事
務
局
☎
03
・
３
２
６
５
・

７
５
７
９

〈
横
須
賀
支
部
総
会
〉

▽
５
月
24
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
京
浜
急
行
汐
入
駅
か

ら
徒
歩
８
分
「
よ
こ
す
か
平

安
閣
」
問
吉
田
康
志
氏
☎
０

４
６
・
８
２
５
・
３
３
８
５

〈
岐
阜
県
支
部
連
合
会
総

会
〉

▽
５
月
26
日
（
日
）
10
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
か
ら
車

５
分
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ

ー
ル
岐
山
」
問
大
森
康
二
郎

氏
☎
０
９
０
・
３
３
０
８
・

０
１
４
６

〈
筑
波
銀
行
鳳
会
総
会
〉

▽
６
月
８
日
（
土
）
14
時
〜

　『
専
修
大
学
史
紀
要
』第
11
号
が
発

刊
さ
れ
た
。本
学
大
学
史
資
料
室
編
。

　
講
演
録
で
は
、
２
０
１
８
年
２
月

に
行
わ
れ
た
日
髙
義
博
名
誉
教
授
・

理
事
長
の
最
終
講
義
「
共
犯
の
基
礎

理
論
」
を
掲
載
。
ま
た
、
永
江
雅
和

経
済
学
部
教
授
に
よ
る
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
開
設
70
周
年
記
念
講
演
「
小
田

急
沿
線
の
近
現
代
史
」を
採
録
し
た
。

18
年
11
月
に
急
逝
さ
れ
た
大
学
史

編
集
主
幹
の
高
木
侃
元
法
学
部
教
授

の
追
悼
文
を
坂
誥
智
美
法
学
部
准
教

授
が
寄
せ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
示
「
学

び
の
ま
ち
　
多
摩
区
の
源
流
を
た
ず

ね
て
｜
小
田
急
線
の
開
通
と
生
田
界

隈
の
変
容
｜
」
の
模
様
を
写
真
で
紹

介
。
本
学
に
寄
贈
さ
れ
た
学
徒
出
陣

関
係
資
料
も
掲
載
し
て
い
る
。

　
大
学
史
紀
要
は
希
望
者
に
配
布
す

る
。
別
途
郵
送
代
が
必
要
。

問
大
学
史
資
料
室
☎
03
・
３
２
６
５

・
５
８
７
９

「大学史紀要第11号」発刊

選
　
挙
　
結
　
果

▽
宮
崎
県
木
城
町
長
選
挙

（
４
月
16
日
無
投
票
）

半
渡
英
俊
氏
（
は
ん
ど
・
ひ

で
と
し

昭
51
法
）
再
選

▽
東
京
都
大
島
町
長
選
挙

（
４
月
21
日
投
開
票
）

三
辻
利
弘
氏
（
み
つ
じ
・
と

し
ひ
ろ

昭
53
商
）
再
選

▽
東
京
都
渋
谷
区
長
選
挙

（
４
月
21
日
投
開
票
）

長
谷
部
健
氏
（
は
せ
べ
・
け

ん

平
８
商
）
再
選

大
江
氏
に
感
謝
状

多
額
寄
付

　
学
校
法
人
専
修
大
学
の

「
専
修
大
学
創
立
１
４
０
年

・
石
巻
専
修
大

学
創
立
30
年
記

念
事
業
募
金
」

に
多
額
の
寄
付

を
い
た
だ
い
た

大

江

一

明

氏

（
昭
56
法
）
に

日
髙
義
博
理
事

長
が
感
謝
状
を

贈
っ
た
。

　
大
江
氏
は
外

資
系
金
融
機
関

に
勤
務
す
る
日
髙
ゼ
ミ
４
期

生
。４
月
25
日
、夫
人
と
共
に

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、

日
髙
理
事
長
ら
法
人
役
員
と

懇
談
。「
寄
付
は
専
修
大
学

実
践
！
　
車
い
す
体
験
講
座

（
前
期
）

　
座
学
と
車
い
す
の
介
助
や

乗
車
を
体
験
し
、
介
助
方
法

を
習
得
す
る
。

▽
日
時

５
月
18
日
（
土
）

10
時
〜
正
午

実
践
！
　
ア
イ
マ
ス
ク
体
験

講
座
（
前
期
）

　
実
際
に
白
杖
と
ア
イ
マ
ス

ク
を
装
着
し
、
大
学
構
内
や

周
辺
を
歩
き
な
が
ら
体
験

し
、
介
助
方
法
を
学
ぶ
。

▽
日
時

５
月
18
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
２
講
座
共
通
】

※
無
料

※
定
員
各
20
人

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
13
教
室

集
合
▽
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ホ
ー
プ

申

学
生
生
活
課（
神
田
）
窓
口

か
、Ｅ
メ
ー
ル
（kgakusei@

acc.senshu-u.ac.jp

）

５
月
17
日（
金
）締
め
切
り

問
☎
03
・
３
２
６
５
・
６
８

２
４

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
「
報
恩

の
間
」
問
中
山
義
章
氏
☎
０

９
０
・
７
２
３
７
・
３
４
８
７

〈
足
立
支
部
総
会
〉

▽
６
月
８
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
北
千
住
駅
か
ら
徒
歩

５
分
「
銀
座
ア
ス
タ
ー
千
住

賓
館
」
問
有
賀
裕
範
氏
☎
０

９
０
・
５
５
７
０
・
２
２
０
５

〈
伊
予
お
お
と
り
会
総
会
〉

▽
６
月
15
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
松
山
駅
か
ら
車
10
分

「
国
際
ホ
テ
ル
松
山
」
問
河

野
弘
氏
☎
０
８
９
・
９
２
３

・
１
６
２
２

〈
厚
木
黒
門
会
総
会
〉

▽
６
月
16
日
（
日
）
18
時
〜

▽
小
田
急
線
本
厚
木
駅
か
ら

徒
歩
５
分
「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

ホ
テ
ル
厚
木
」
問
和
田
治
美

氏
☎
０
９
０
・
９
０
１
１
・

０
９
１
３

〈
兵
庫
支
部
総
会
〉

▽
６
月
23
日
（
日
）
16
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
か
ら
徒
歩
３

分
「
湊
川
神
社
楠
公
会
館
」

問
武
田
克
之
氏
☎
０
９
０
・

２
０
６
８
・
９
２
２
３

　「
新
入
留
学
生
歓
迎
会
及

び
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

が
４
月
13
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今

年

度

は
中
国
、
韓

国
、
ベ
ト
ナ

ム
、
マ
リ
な

ど
か
ら
学
部

生
、
大
学
院

生
合
わ
せ
て

１
０
９
人
が

入
学
し
た
。

　
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
委

員
や
先
輩
留

学
生
、
国
際

交
流
会
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｐ
の
学
生

も
参
加
し
、

学
業
、
生
活

面
に
つ
い
て

実
り
あ
る
留
学
生
活
を
送
ろ
う

新
入
生
歓
迎
会
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

和やかに歓迎会＝蒼翼の間

経
済
支
援
奨
学
金
募
金
と
箱

根
駅
伝
出
場
応
援
募
金
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

感謝状を贈られた大江氏（中央）


